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第 4 分科会　日本海の 海洋資源 と環境

日本海 （東海）の海獣類

本 間 義 治 噺 潟大学名誉教授）

は じめ に

　日本海 （東海）に お け る捕 鯨 や 鰭脚類 魚 は、第 「 次

大戦 ま で に衰 退 し、戦 後に 終息 して しま っ た が、現在

は突 き ん棒 に よ る イル カ類の 捕獲が 行わ れて い る に す

ぎ な い。これ ら海 獣 類 の 現 在の 生 息は どの よ う な状態

に あ り、生 態 は どの 程 度 解明 され て い るの で あ ろ うか。

日本鯨 類 研究 所 に よ る 目視観察に か か わ らず、資源の

実 態 は 国 際間 の 閏題 もあ り、ま だ 把握されて い な い。

それ は さ て お き、目本海沿岸 の 住民 と、こ れ ら海獣類

と の か か わ りは い っ 頃か ら始 ま り、現在は どの よ う な

状況 に ある の で あろ うか。主 と して 、木州幽 海岸に お

ける調査 ・研究 の 成果を通 して 紹介 した い 。

1．日本海に生息分布する海生哺乳類

　 い ま まで に知 られ て い る種数 は、ク ジ ラ 日が 7科18

属 22種余、食 肉 目が 7種 で あ り、海牛 目の ジ ュ ゴ ン は

分布 しな い 。 興味深 い の は、佐渡沖で イ ッ カ ク （ク ジ

ラ ） の 牙が 船底 に 穿 さ っ て い た と い う話 （大槻玄沢 ：

六 物 新 志、1795） や、13代 将軍 徳川家定時代 に、裂脚

亜 目の ホ ッ キ ョ ク グ マ が 佐渡沖 を漂泳 して い た とい う

記 録 〔Temmi −
nck 　et　Schleget，1844）が あ る。

ハ ク ジ ラ亜 日 ： シ ロ イル カ、ネ ズ ミ イ ノレカ、ス ナ メ リ、

イン イル カ、バ ン ドウ イル カ、マ イル カ、カマ イル カ、

オ キ ゴ ン ドウ、シ ャ チ、コ ビ レ ゴ ン ドウ 、ハ ナ ゴ ン ド

ウ、ア カボ ウ ク ジ ラ、ツ チ ク ジ ラ 、オ ウ ギ ハ ク ジ ラ、

イチ ョ ウハ ク ジ ラ、オ ガ ワ コ マ ッ コ ウ

ヒ ゲ ク ジ ラ 曲 目 ： セ ミ ク ジ ラ、コ ク ク ジ ラ、ミン ク （コ

イ ワ シ ク ジ ラ）、イ ワ シ ク ジ ラ、ナ ガ ス ク ジ ラ、ザ ト

ウ ク ジ ラ

鰭脚亜 目 ： オ ッ トセ イ、ニ ッ ポ ン ア シ カ、ゴ マ フ ア ザ

ラ シ、ワ モ ン ア ザ ラ シ、ブ イ リア ザ ラ シ、ア ゴ ヒ ゲア

ザ ラ シ

　注 俔せ ね ば な らぬ の は、オ ホ
ー

ツ ク 海、べ 一リ ン グ

海、本州太 平洋側で み られ る シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラ 、ニ タ

リ ク ジ ラ、マ ッ コ ウ ク ジ ラ、ホ ッ キ ョ ク ク ジ ラ の に ほ

ん 海側 に お ける 分 布が 疑問視され て い る こ と で ある。

因み に、鯨類は 世界産が 79種、目本近海産が40種、海

牛類は 世界産が 4種、目本 の 南西 諸島で 1種、食肉類

は 世界産が 37種、日本近海産が 13種なの で、歴史の浅

い 縁海で あ る 日本海の 哺乳類相が い か に 貧弱 で ある か

明 らか で あ ろ う。なお、最後 の生息 ・繁殖地 とみ な さ

れて い た竹島 （獨島） の ニ ッ ボ ン ア シ カ は、昭 和 28年

（1953） の 目撃 の 後、消 息が 絶え た ま まで あ る。

2．歴 史的に見 た 日本海沿岸住民と海生哺乳類

　 とのかかわ り

　 H 木海沿岸で、漂着 （寄）鯨の 利用 と は別 に、いっ

頃か ら捕鯨が行わ れた の か 不 明で あ るが、縄文 時代晩

期 （3000〜2000年削頃） に当た る韓国 東海岸寄 りの 盤

亀台岩刻 両 には、多数 の ク ジ ラ 類 や 捕鯨 の 様 子 が 残 さ

れて い る 〔黄 ・文、1984）。縄文 時 代の 遺跡 で あ る能 登

半島の 真脇そ の 他 か ら は、イル カ 。ク ジ ラ 類 の 骨 が 出

上 す る の で、捕鯨 が行 わ れ て い た ら し い （平 凵、

1991，1993，1995）。

　食用 の た め の 捕鯨は、我が 国 で は 室町 時 代 末 （16世

紀） か ら とい う が、月
．
後半島の 伊根町 には、明暦 二 年

（1656）頃 か ら 大正 2年 （1913）まで の 網 取 り式鯨漁

の 貴重 な 記録 『鯨永代帳』 が 残 さ れ て い る 〔吉 原、

1976，1977）。

　 日本海で 火砲 に よ り銛 を 打ち 込 む 近 代 的 ノル エ
ー式

捕鯨 は、明 治20年頃 〔1887）に ロ シ ア に よ り始 め られ、

囗本で も明 治32年 （1899） 以 降 に 採 用 され た （大 村、

1984〕n 朝鮮 半 鳥 か ら 山 口 県 沖 に か け て、ナ ガ ス ク ジ

ラ や ミン ク を 対 象に して 行 わ れ て きた が、李 ラ イン の

設 定 な どに よ り終局を 迎 え るに 至 っ た．明治 か ら昭 和
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年 代 にわ た る 問 の 捕鯨 の 実態 は、
層
新 潟新聞

”
や

”
佐

渡 「1報
”

な どで も拾 う こ とが で きる 。

3．海生哺乳類の 漂着傾向と鯨塚など

　厳冬季大 時化で 出漁で きない 浜辺 の 人 マ に と っ て 、

ク ジ ラ や ア ザ ラ シ 類の 漂着は、恵比寿進行 と結び 付 い

て 利用 され て きた の で 、最後は 塚 な どを 建て て 崇め ら

れ た 。 こ の よ う な塚が、新潟県で 10基 （越後6、佐渡4）

見っ か っ て い る こ とは、往時五 島列島に 捕鯨基地 を も

っ て い た長崎県 と 同数 な の で 注 目 され て よ い （本間、

1990、1992など）。漂着の 古記 録は、江戸幕府直轄 の佐

渡奉行所 の 官簿 『佐渡年代記』 や、『鯨売上帳』 な ど

に 残されて い るの で、渉猟が可 能で あ る。本州 西海岸

で は、1〜2月 に カ マ イル カ ヤ イシ イル カの 漂着が 多

く、オ ウ ギハ ク ジ ラ や ツ チ ク ジ ラ な どは 3〜4月 に 多

い 。しか し、ミ ン ク ク ジ ラ は 夏季 に しば しば 大謀 網 に

入 る こ とが あ る。オ ウギ ハ ク ジ ラの 漂 着 例 は、太 乎 洋

側 よ り 日本 海側 で 圧 倒 的 に 多 く、こ と に新 潟〜佐 渡 沿

岸 の 件 数 が 抜 き ん で て い る。そ して、本 種 が 北 陸 沖 で

4 月 中句か ら下 旬 に か け て 新 生 児 を 出産 して い る こ と

が 明 らか に な 一
） て き た （Honma、　et　aL ，1999　a ）。

4．ジ ェ ッ トフ ォ イル と鯨類

　近 年 、日本 海 を 航 行中 の 船 舶 や ボード ・
セ
ーリ ン グ

な ど の 人 々 か ら、イル カの 大 群 に遭 遇 した り、ク ジ ラ

の 塩 吹 き や ジ ャ ン プ を 目撃 した とい う報 告 を 入 手 す る

機 会 が 多 くな っ た。これ は、資 源 （個 体 群 ） の 回 復 を

意 味す る も の で あ ろ う。

　 ボーイ ン グ社 の ジ ェ ッ トフ ォ イ ル （時速80〜90km）

が 本邦 で 初め て 導入 されたの は、新潟〜両 津航路 （佐

渡汽船） で あ り、1977年 5月で あ っ た．と こ ろ が、翌

1978年 9月に 沖合で 衝突事故を起 こ して 以来、規在ま

で に 9回 と、匪界中の 航路で 最多回 数、しか も人 身事

故まで 起 こ して い る。船体の 吸水管に 残 された肉片
．
の

組織学的研究 か ら、ク ジ ラ 類で あ る こ とが 推定された

（Honma ．　et　 al．，1997）。1997年 3月 2日 の 衡突 の 際 は、

翌 目に 柏崎市海岸 に オ ウ ギハ ク ジ ラ の 死体が漂着 した

ので、まず吸水管 の組織塊 の 細胞 と漂着体の 細胞 との

DNA 塩基対を 比 べ 、1・1一種で あ る こ と を 確か め た。

さ ら に マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト型 を 比 較検討 し、両 者が 同

一
個体 で あ る こ と を識 別 で き た（Honma ，　et　 al．，1999

b ）t．充分 注意 して 運航 して い て も、波高が 2m 以 E

の 時や、深 所 よ り垂直に 浮 Eして く る ク ジ ラ類 が あ っ

た りす る の で、回避 は な か な か 難 しい ら しい。

お わ り に

　 演 者 の 海 生 哺 乳 類 の 研究 は、まだ 始 ま っ た ば か りで

あ り、解 明せ ね ば な らぬ 問題が 多 々 あ る 。 1998年 3月

に黒 部市海 岸 へ 漂着 した ゴ マ フ ア ザ ラ シ の 雄 幼 体は、

胃癌 （印環 細 胞 癌） と 肝臓 の 腺 腫 を 伴 っ て い た （本 間

ら、1999c）。こ れ ら動 物 の 胃中 に 飲 み 込 まれ た 合 成 樹

脂類 や、生 殖 腺に 対す る 外 因 性 内 分 泌 攪乱 物 質 の 影響

な ど、今後 と も 監視 を 続 け ね ば な らず、海 生 哺 乳 類 の

種 の 保 存 と資 源 の 維 持 の 而 か ら も努 力 を 積 み 重 ね て い

か ね ば な る ま い。

海底地形 か らみ た 日本海 の 環境

1．海底地形の 特徴

　 凵本 海 の 面 積 は 約130万kdi、最 も深 い と こ ろ は 3695

m 、平均 の 深 さ は1350mで あ る、、海 底 地 形 は、ほ ぼ 中

央に 位 置す る大 和海嶺を 境に、北 部 と南部に 分 か れ る、，

卯　田 強 （新潟 大学〉

　 北 部 は 日本 海 盆 と呼 ば れ る深 さ3000mを こ え る 深

海 の 大 平 原 が 広 が り、と ころ ど ころ に 深 海 底か ら高 く

突 き 出 た 海 山 が あ る。と くに、136．3cE42．7
’
N に あ

る ボ ゴ ロ フ 海 山 は、深 さ3600mの 深 海底 か らそ びえ

る 高 さ2300mの 巨 峰 で あ る。こ れ に 対 し、南部 円本
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